
ＮＰＯ萩まちじゅう博物館 

令和 6 年度 第 4 回 理事会議事録 

 

開催日時  令和 6 年 6 月 18 日（火）13 時 25 分～15 時 05 分 

開催場所  萩博物館 講座室 

出席者   １３名 伊藤理事長・二宮副理事長・清水理事・景由理事 

林理事・田邊理事・末永理事・植木理事・川久保理事 

大槻理事 

伊藤監事・木原監事・石川事務局長 

 

１．理事長挨拶 

 伊藤理事長より開会の挨拶があった。 

 

２．議事録署名人の指名 

 伊藤理事長が二宮副理事長及び清水理事を指名し、全員一致で了承された。 

 

３．議 題 

（１）協議・報告事項 

１）「夏期特別展」について 

  大槻理事より別紙「海の妖怪展」チラシにて説明があった。 

田邊理事より、関連企画の萩おたから発見スタンプラリーの内容をおしえ

てほしいとの意見が出された。 

大槻理事より、本日は内容の詳細を用意していないので、改めてお知ら

せしますとの回答がされた。 

伊藤理事長より、夏期特別展の目標入館者数が 50,000 人となっており、

会場内での監視等の人の募集について努力している。堀内、平安古、城東

地区の自治会に回覧をお願いしているが、なかなか厳しい状況だとの報告

がされた。 

また、オープニングセレモニーは実施するかの問いに対し大槻理事より、

実施はするが、内容の詳細はまだ決定しておらず、決まり次第案内すると

の回答がされた。 

２）「班長会議の議題」について 

     伊藤理事長より、班長会議について説明があった。 

議題として、「夏期特別展について」の説明を博物館より行う。「設立 20

周年記念事業」について、別紙「設立 20 周年記念事業企画書の提出につ

いて（依頼）」と「設立 20 周年記念事業企画書」を提示し、各班からの

募集を行う旨を説明された。 

各班からの要望について、別表により説明があった。要望事項は次のとお

り。 

1. まち博おたから情報班 

･各班から出た要望事項について、その場で回答できない場合は、後日月々



の知らせとお願い等で知らせてほしい。 

伊藤理事長より、要望事項については、ならんらかの回答は必要なので

理事・班長を通じてお知らせするとか、毎月のお知らせで知らせるなどの

方法で回答するとした。 

2.受付班 

･博物館のリーフレットの英語版がほしい。（継続） 

    ･閉館を知らせる音楽の時間が早くなっている。 

大槻理事より、当面は従来のリーフレットのコピーを使ってもらいたい。

以前、大量に外国語のリーフレットを作成したが、残っているものが無い

か探してみる。 

閉館を知らせる音楽は機械を調べ、調整できれば修正したい。 

3.ガイド班 

・晋作資料室の映像を再開してほしい。 

大槻理事より、昨年他部署より譲り受けた機器も壊れ、DVD にこだわら

ず 機器を選定していくとの回答があった。 

4.天文班 

・展望室東側の木々が伸び、視界確保ができなくなってきている。関係各

所に働きかけ、樹木の切り詰めなどで、視界を確保してほしい。 

大槻理事より、高所作業車が必要で高額になることや、各方面との調整

が必要となりそうなので、博物館の単独判断はできず、調整が必要である

との説明があった。 

 

当日の班長会議で回答を行うこととなった。           

以上を班長会議での議題とする。 

 

３）「設立 20 周年記念事業」について 

伊藤理事長より、本理事会後に実施する「第 4 回 設立 20 周年記念事業実  

行委員会」にて詳しく議論を行うので協力をお願いしたいとの説明がされた。 

４）その他 

１．「担当理事」について 

伊藤理事長より、別紙「R6 各班担当、ミーティング日程一覧表」にて、

各班の班長、担当理事、担当事務局員が整理された表を使い、令和 6 年度

の体制を説明された。 

２．「夏期特別展応援協力者の謝金」について 

景由理事より、夏期特別展の協力者への 17:00 以後の謝金に割増を適用

してはどうかとの意見が出された。 

田邊理事より、17:00 以後でも午後から協力していただいた人は 8 時間に

足しいていなく、8 時間を超えた人に支給するのか、17:00 以後ならばすべ

て支給するのか、詳細点を決めておかないと不公平感がでて、運用しづら

くなるとの意見が出された。 

伊藤理事長より、予算では、延長開館分の 2 時間には 1,250 円を支給す



ることとなっている。 

景由理事より、延長開館に対し謝金面で割増がなければ協力も得られな

いと思い提議したとの意見が出された。 

田邊理事より、景由理事の思いは理解できるが、一度決定してしまうと、

変えることができない。決定するなら決定するできちんとしたルールを定

めるため、問題点の整理を行うべきではとの意見が出された。 

林理事より、直近で決められる話ではなく、問題提議として受け止め、

別の機会に議論してはどうかとの意見が出された。 

伊藤理事長より、現時点で具体案がないので、話を進めるのが難しい。

別の機会を作って検討したいとの回答がされた。 

3.「名札表記」について 

木原監事より名札の表示方法について、写真や氏名の表示から名前のみ

の表示への変更について全員への周知が足りていないので、NPO 全体に周

知してはとの質問がされた。 

伊藤理事長より、次回の会員へのお知らせで知らせ、表示はイニシャル

や通称ではなく、名字とし、顔写真は載せないこととした。 

 

（２）萩博物館・萩まちじゅう博物館推進課からの報告 

   １）大槻理事より、休館日の説明があった。 

空調設備工事に伴う休館が 6 月 24 日(月)～6 月 28 日(金) 

25 日(火)は停電 

燻蒸処理に伴う休館が 7 月 10 日(水)～7 月 12 日(金)まで実施される。 

２）萩まちじゅう博覧会について 

大槻理事より、秋の博覧会に 42 プログラムが決定したとの説明があ

った。された。 

 

 （３）その他 

     １）次回理事会開催日について 

令和 6 年 7 月 23 日（火）13 時 30 分からで了承された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 6 月 18 日 
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議事録署名人 

 

 

 

 

議事録署名人 


